
舟塚山古墳（石岡市）

　　　「史跡舟塚山古墳」と記された標柱がある/5世紀後半築造の前方後円墳



　前方に古墳の裾がチラリと見えてきた



　　　正面が舟塚山古墳/左手前が後円部、右奥が前方部/手前は周溝跡 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/wxK692XZKiM


　　　右手に周溝の名残を見たところ



　同じく左手に周溝の様子を見たところ



前方部（右手前）から後円部（左奥）を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/ZLCpIpGrTdY


　　　正面が「くびれ」部で、左手が後円部、右手が前方部



　　　　左手の後円部を見たところ



　　　アップで見たところ



　　　　右手の前方部を見たところ



　前方部から後円部方向を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/K5jWHAuoIQc


　　さて、後円部の後ろへ回ってみよう/前方に鳥居が見える



　　後円部には神社が所在するようだ/説明板が立っている



舟塚山古墳群16号墳ともいうようだ　/墳丘は三段築成/墳形は大阪府の仁徳天皇陵（大仙陵古墳）や奈良県のウワナベ古墳
と共通する特徴を持っていると記されている/古墳の被葬者は茨城国造の筑紫刀禰（天津彦根命の孫で、応神朝に茨城国造
に任命されたとされる）であろうと推定されている



　　　　前方部が長いのが特徴という

※ 舟塚山古墳群より出土の、1300年程前のもの

と推察される箱式石棺が石岡市民俗資料館の

入口脇（常陸国衙碑横）に置かれている



　　　　　　新しい説明板では5世紀前半の築造とされているが・・・



左手の仁徳天皇陵（大仙陵古墳）と右手の舟塚山古墳の墳形を重ねてみると、相似形であることが見て取れる/舟塚山古墳の被葬者が
大山陵古墳の被葬者と政治的関係があったことが想定されると云うが・・・

大東文化大学オープンカレッジ　百舌鳥・古市古墳群時代の関東　資料より



　ここは鹿島神社



馬頭観世音とある



　　天保14年、「二十三夜塔」とある



　　境内社の社



　後円部を回り込んで墳丘に登ってみる



　　後円部から前方部方向を見たところ



　　　　「くびれ」部と前方部を見たところ/南側（左側）を除き周溝が巡ると云う



　　前方部から後円部方向を見たところ



　　　斜面で前方部から後円部方向を見たところ/三段築成の様子が見てとれる



　　　　斜面から後円部を見上げる



　斜面から「くびれ」部と前方部を見る



アップで見たところ
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